
国際プログラム

高度な英語能力と国際感覚を
身に付けられるプログラムが充実
国際化が進む現代社会では、
あらゆる分野で「国際性」が求められます。
海事科学部では、将来、世界を舞台に活躍する人材を育てるため、
豊富な国際プログラムを用意しています。

博士課程前期課程（標準２年／最短１年）
海洋安全システム科学コース

グローバル海洋理工学プログラム
グローバル輸送科学コース マリンエンジニアリングコース

博士課程後期課程（標準３年／最短２年）

海洋安全システム科学コースグローバル輸送科学コース マリンエンジニアリングコース

● 海外派遣研修
　3・4年生を対象とした海外研修。平成29年度は、豪州タスマ
ニア州のタスマニア大学(University of TASMANIA)に夏季休業
中の2週間にわたって、英語による専門教育の特別プログラム
の受講および異文化交流を実施しました。派遣者は、海外研修、
国際交流に興味を持つ学生の中から学業成績とコミュニケー
ション能力を基に選考され、派遣経費は学部から支援されま
す。

　幅広い教養と高度な専門性を身に付けた上で、海上貿易を主とした国際
海事社会への進出をめざす、6か月間の乗船実習科を設置。海事科学部グ
ローバル輸送科学科航海マネジメントコース、マリンエンジニアリング学科
機関マネジメントコースで三級海技士となるために必要な所定の単位を修
得して卒業すれば、引き続いて乗船実習科に進学することができます（この
場合、入学料は不要）。
　乗船実習科を修了すれば、三級海技士国家試験の受験資格を取得するこ
とが可能です。修了生は、世界中の海・陸で活躍しており、国際海事社会から
高く評価されています。

　基礎分野を理解し修得するには、相応の時間と努力が必要です。学部では基盤を固めた上
で、先生や先輩の協力を得ながら4年次に卒業研究を行います。研究本来の醍醐味を実感し、
自身の研究テーマを追究できるのは大学院博士課程前期課程からです。本学部では事実上、
学部・研究科の6年間を基本とした教育体系を構築しており、修了後、数多くの企業から求めら
れる人材を輩出しております。平成29年度から前期課程では、グローバル海洋理工学プログ
ラム（横断型教育プログラム）も受けることができます。ここでは海事関連分野における理工
学および社会科学の専門知識を複合的に身につける人材養成を行います。さらに各コースに
英語提供科目群を設定し、履修要件に必要な科目の単位を英語で修得することができます。
　大学院博士課程後期課程に進学すると、自分の力で計画を立て、自身の研究テーマを追究
し、権威ある学術雑誌に英語で論文を発表するなど、高度な研究活動を行っていくことが可
能です。 

● 国際海事大学連合（IAMU）学生プログラム
　International Association of Maritime Universities （IAMU）
は日本財団の支援のもと平成11年11月に創設された世界の海
事系大学のネットワーク機構。本学は幹事校の一つとしてIAMU
の活動に参加。毎年1回、世界名国の海事大学で開催される学
生会議（IAMU Students Program） に本学部の学生を数人派遣
しています。

● TOEIC®講習会
　TOEIC®スコアは、日本国内で実用英語能力の判定基準として
広く利用されており、海事科学研究科でも平成21年度から博士
課程前期課程の入学試験に導入しています。そこで平成20年度
より、夏季集中講座として「TOEIC®講習会」を開催。また、民間の
語学学校と連携した「英語サテライト教室」も実施しています。

● 海事科学国際シンポジウム
　海事研究に力を注いでいる研究者を世界各国から招へいし、
最先端の研究成果を紹介するシンポジウム。平成30年度は、ク
ロアチア、オーストラリア、タイの研究者と本学の教員が、船舶エ
ンジン、海洋環境、航空市場における物流、ロボットの生活への
影響など、多岐にわたるテーマで講演しました。また、海外の若
手研究者と本学の学生によるポスターセッションを実施し、研
究者や学生の相互交流を促進する機会となりました。

● E-Café（English Café）
　英会話をする機会が欲しい、あるいは留学生と交流がしたい
という学生がランチをしながら留学生と英語でのコミュニケー
ションを楽しみます。身近な話題から国際的な内容までトピック
は多彩。週に1回開催し、予約は不要。お菓子やお弁当を持ち寄
りながら、気軽に参加することが可能です。

● 最先端の語学法による充実した英語カリキュラム
　英語能力を1年半で最も上達するように開発した「コミュニ
ケーション英語A・B・C・D 」と「ライティング英語A・B・C・D 」とい
う1・2年生対象の必修科目があります。
　「コミュニケーション英語A・B・C・D」では、学生の参加を促し、
ディスカッション、プレゼンテーション等に対するスキルを高め
ます。また 、聴解力・発音のスキルアップのため 、Engl ish  
Centralというプログラムを利用し、興味のあるトピックや自分
のレベルにあった動画を選び、単語・発音・文法等のチェックを
受けながら勉強します。
　「ライティング英語A・B・C・D」では、自分の意見や考えを表現
できるよう、簡単な英文から研究論文までのライティングスキル
を学びます。
　また、無理なくたくさんの本を読んで自然に単語や文法を身
につける「多読プログラム」という学修法を可能とするため、海
事科学部の図書館では、3,000冊以上のリーディング教材を用
意しています。

大学院海事科学研究科

海事科学に関する高度な研究テーマを追究する

乗船実習科

船長や機関長に必要な海技免許を取得できるコース
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独立行政法人海技教育機構提供

　新たな問題が次々と発生している現代社会においては、ひとつの分野だけに固執していると
時代の流れから取り残されてしまいます。そうした中、海事科学研究科は、気象・海洋等の環境系
をはじめ、機械・電気・造船等の工学系から経済・法学等の社会科学系に至るまで、海洋上での
人間活動に関わる横断的な学術分野を展開し、社会の要請に応える実践的な人材育成の場と
なっています。本研究科で培った知識・見識に基づいた多角的な視点は、私の研究テーマであ
る、洋上風力エネルギーの普及を目的とした数値シミュレーションを用いた風況調査手法の開
発に取り組む上でも欠かすことはできません。みなさんも、実社会との繋がりが深く、また多様性
のある海事科学研究科で新しい世界を切り拓いていきましょう！

海事科学分野で培われた多角的な視点で世界を切り拓く

■在学生からのメッセージ

見﨑 豪之 さん

海洋ロジスティクス
科学領域

■主な就職先 （エネルギー・材料）
神戸製鋼所／大日本印刷／
日本海洋掘削／日立製作所／旭化成／
住友化学／東レ

（倉庫・物流）
日鉄住金物流／三菱倉庫／
マツダロジスティクス

（情報・通信）
西日本電信電話（NTT西日本）／
共同通信社／富士通

（商社・卸・小売）
三井物産／ニトリ

（官公庁・その他）
国土交通省／総務省／
国立研究開発法人日本原子力研究開発
機構／海技大学校／日本海事協会

（造船・輸送機械）
日立造船／川崎重工／
ジャパンマリンユナイテッド／トヨタ自動車／
デンソー／本田技研工業／スズキ／マツダ／
ダイハツディ―ゼル／ヤンマー／全日本空輸

（一般電気・機械）
三菱重工／クボタ／パナソニック／
ダイキン工業／新日鐵住金／
住友電気工業／オリンパス／京セラ／
小松製作所／新明和工業


